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令和２年度 第１回 湖西市未来ビジョン会議 会議録 

開 催 日 時 令和２年８月 27 日（月）14：00～16：00 

開 催 場 所 湖西市健康福祉センター ３階 研修室 

委 員 (出席者) 10 人 (欠席者) １人   ※事務局 ５人 

内  容 

1 開会 

進行：企画政策課長 

 

2 委員の紹介 

    各委員の紹介 

 

3 座長あいさつ（山家副市長） 

・新型コロナウイルス感染症について 

・湖西市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

・総合戦略と次期総合計画との統合について 

・新型コロナウイルス感染症対策を見据えた行政運営について 

 

4 議事 

（1）令和元年度総合戦略事業の効果検証について 

 ＜事務局＞ 

 説明 資料１：湖西市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業効果検証シート 

【令和元年度事業の評価】 

    資料２：湖西市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業一覧 

湖西市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

湖西市まち・ひと・しごと創生総合戦略骨子 

 

［基本目標１、２について説明］ 

（質疑・意見交換） 

＜座長（副市長）＞ 

ただいま事務局から説明がありましたが、説明の中にもあった畜産臭気対策について

は、市では県とも連携を図っていく予定で、今年度、県では密閉化の施設や臭気の浄化

装置の実証実験を予定しており、効果が得られれば湖西市への導入も検討しております。 
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 また、移住定住用のパンフレットについても、県の西部地域局が作成している西部地

域のパンフレットを参考に、良い所は取りいれていきたいと考えております。 

 移住定住促進の情報発信の関係では、今年度、湖西市では中京圏に力を入れたいと考

えていたが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、県を跨ぐ移動も制限されており

思うように進められておりません。ただ湖西市は、中京圏、名古屋市も通勤圏内という

こともありますので、中京圏をターゲットとした施策を進めていきたいと考えておりま

す。 

 

＜竹田委員＞ 

 資料1の4ページ、「地域職業訓練センターで職業訓練を受けた人の数」について、目

標値の算出方法は、平成26年度の2,033人という数値を基準として算出されたものか？そ

れとも関係事業の人数の積み上げから算出されたものなのか？ 

 

 ＜事務局＞ 

 その事業の目標値については、平成26年度の数値を基準として設定した目標値となり

ます。 

 

 ＜竹田委員＞ 

令和元年度の数値は目標値と大きく乖離した数値となっているが、社内教育が進んだ

現在の状況や、ここ数年のアベノミクスの影響で景気が良かったことを考えると、数値

が低いこと自体、全体を見れば悲観的な評価ではないと考える。 

今後、景気が悪くなった際には、職業訓練センターの利用者が増えることが想定され

る。その場合、このＫＰＩだけを見れば目標達成となるかもしれないが、それが全体と

して好ましいことなのか。 

事業によっては、ＫＰＩの設定が難しい事業もあり、他の要因も考慮しなければいけ

ないため、評価する際にもＫＰＩの数値だけの評価ではなく政策的介入以外の他の要因

も考慮したうえでの評価が必要となってくる。 

 

＜事務局＞ 

今回の計画については今年度が最終年度であり、次期計画の目標設定の際には、そう

したことも考慮したうえで目標値の設定を行い、また評価の際にも数値だけで評価する

のではなく、事業の目的や全体を踏まえ評価を実施したいと思います。 

 

＜大石一委員＞ 

現在、湖西市内に住宅を建てたいと思っている人がいる場合、市内に住宅を建てるこ

とができる土地はどの程度あるのか？ 

浜名湖西岸土地区画整理では、令和２年３月末に市街化区域へ編入したと記載がある
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が、今後は、どう進捗していくのか？ 

『新婚さん「こさい」へおいでん新生活応援金』の実績73件と、『住もっか「こさい」

定住促進奨励金』の実績３件で数字に開きがあるが、その辺りの理由は？定住というこ

とを考えると、湖西市内に住宅を購入してもらう施策が重要となってくるが。 

 

＜事務局＞ 

湖西市内の住宅用地については、市・民間が実施した区画整理内で約500区画あると聞

いております。 

浜名湖土地区画整理事業は、工業用地として今後活用していくことが決まっており、

操業する企業も決定しております。 

『新婚さん「こさい」へおいでん新生活応援金』と『住もっか「こさい」定住促進奨

励金』について、市としてはライフステージごとの補助制度としてＰＲはしております

が、制度としては連動している訳ではないため、単純に申請件数の差が表れている結果

となっております。なお、『住もっか「こさい」定住促進奨励金』については、令和元

年10月１日からスタートした制度であり、補助対象の物件が令和元年10月1日以降に契約

をした物件となっています。物件の契約から申請提出まで、建売住宅でも２か月～３か

月、注文住宅だと半年以上かかることもあり、令和元年度の『住もっか「こさい」定住

促進奨励金』の申請件数は３件となっております。なお参考ですが、令和２年度の実績

については、本日８月27日時点で42件の申請提出がございます。 

 

＜飯田委員＞ 

 観光交流客数について、令和元年度の数字が前年度より増えている。年度末には新型

コロナウイルス感染症もあり３月には学校も一斉休校となっていた状況で、内訳と増え

た理由を教えていただきたい。 

 

＜事務局＞ 

 増えた理由については正確には把握しておらず、内訳については後日、委員の皆様に

情報提供したいと思います。 

 

＜杉本委員＞ 

 委員の立場ではあるが、昨年度まで観光の関係に携わっていたため、わかる範囲でご

説明をさせていただきたい。 

 飯田委員おっしゃるとおり、２月・３月の観光客数については激減をしております。

ただ昨年度は、４月から６月末までの期間でデスティネーションキャンペーンというも

のをＪＲ東海さんと協力して実施していました。この浜名湖地域においても浜松・浜名

湖ツーリズムビューローさんが、かなり力を入れて頑張ってくれたこともあり、宿泊客

数で言うと前年度比で約10％増えており、それが要因の一つだと考えられます。もう一
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つは、９月から11月まで行われたラグビーのワールドカップ。西部地域については、袋

井市のエコパが会場だったこともあり、観客や選手団、報道関係者などが多く来訪し、

宿泊施設で言えば浜松市や掛川市でも足りなかったくらいで、県内全域に効果があった

ものと分析されています。 

 この二つだけではないと思いますが、昨年度は４月から12月の期間で全県下、かなり

の集客数があったと思います。 

 

＜飯田委員＞ 

 ありがとうございます。私個人の感覚として、増えているという感覚はありませんで

した。デスティネーションキャンペーンについても、湖西市でどれだけ効果があったの

か知りたいので、観光交流客数の内訳をいただければと思います。 

  

 ＜事務局＞ 

［基本目標３、４について説明］ 

 

（質疑・意見交換） 

＜二橋委員＞ 

資料１の２ページ、基本目標３の箇所に、「結婚し子どもを産むであろう年齢層の女

性が湖西市内に少ない」とあるが、結婚適齢期の未婚率が分かれば教えてほしい。商工

会としても、後継者問題を抱えており婚活イベント等を開催している。市独自で婚活支

援事業を実施しているのかも伺いたい。 

また、現在の婚活については、会員制アプリや結婚相談所を利用している人もいる。

そういった相談所などは年会費が高いと聞くが、そういった年会費にも市の補助があれ

ば効果的だと考える。 

 

＜事務局＞ 

生産年齢人口については、湖西市の場合、圧倒的に男性の比率が高いという結果とな

っております。未婚率については、30歳～34歳の男性の場合、湖西市は50.6％となって

おり、静岡県内で言うと35市町中25位という結果になっております。１位は長泉町の

37.1％。女性の未婚率については、25歳～29歳で53.5％となっており県内12位。こちら

も１位は長泉町の46.2％。 

市独自の婚活イベントについては、現在は実施しておらず、商工会との共催というか

たちで実施している。また市独自ではありませんが、県西部広域で婚活事業を実施して

おり、今年度も西部地域の７市１町で年３回のイベントを実施予定でしたが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響もあり延期となっております。 

結婚相談所等の年会費への補助については、現在予定はありませんが、検討事項とさ

せていただきたいと思います。 
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＜大石倫委員＞ 

2点お伺いしたい。１点目は『わ～くわく「こさい」で新生活！奨学金返還支援補助金』

について、今年４月から始まった制度と認識しているが利用の状況を伺いたい。 

2点目は、人口減少対策においては出生率が重要だと考えるが、最近の事例で言うと、

子どもが欲しくてもできず不妊治療をされている方が多く、費用負担が重いと聞く。そ

の辺りの市の状況、また他市との比較を伺いたい。 

 

＜事務局＞ 

『わ～くわく「こさい」で新生活！奨学金返還支援補助金』については、現在、協力い

ただける登録事業所は15社、その中で実際に制度を利用される従業員の方は、３名の方

に登録していただいている。登録事業所については随時募集しており、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で会社を訪問して制度案内する機会が減っているが、機会をみて制度

のＰＲを実施し、登録事業所を増やしていきたいと考えています。 

 不妊治療の件につきましては、他市の状況は、この場では把握しておりませんが、湖

西市では資料２の44番の事業で不妊治療助成を実施しております。令和元年度の実績は

39件、平成30年度の実績は48件の利用があり、子どもを望む方の支援に繋がればと考え

ています。現在、湖西市移住・定住促進パンフレット「湖西で暮らそう。」にも掲載し

ていますが、こういった制度については、より前面に出して今後ＰＲを実施したいと考

えております。 

 

＜杉本委員＞ 

評価についてですが、現在の計画は最終年度となっており、今回の評価についてはウ

ェブサイトで公表すると聞いている。 

昨年度は１月末から新型コロナウイルス感染症が出始め、２ヶ月間はそういった中で

の事業展開だったと思う。次期計画に繋がる最終年度の評価として考えると、公表する

際には新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた評価として、文章として残しておく

必要があると考える。 

また今後のことで言うと、３年間とか数年間実施して効果がなかった事業については、

事業としての必要性を検証する必要があると考える。例えば「空き家バンク契約成立件

数」について言えば５年間０であり、必要な制度なのか、市民に求められているのか等

を検証していただきたい。 

 

＜事務局＞ 

次期総合計画、及び総合戦略について、委員のご指摘を踏まえ進行管理をしていきた

いと思います。 
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＜座長（副市長）＞ 

先ほど竹田委員からも指摘がありましたが、なぜ目標達成に至らなかったのか、その

辺りの分析も踏まえ、次の計画に反映していくことが大事だと考える。杉本委員からも

指摘がありましたが、今回の検証につきましては新型コロナウイルス感染症の影響等を

踏まえ、その要因分析をしたうえで、次回に反映させるということで考えていきたいと

思います。 

 

（2）第６次 湖西市総合計画との統合について 

 ＜事務局＞ 

 説明 資料３-１：総合計画・総合戦略対比表 

    資料３-２：総合計画 基本計画の４つの戦略について 

 

［湖西市総合計画との統合について説明］ 

 

（質疑・意見交換） 

＜杉本委員＞ 

市民目線からしても、計画が二つあるというのはわかりにくいこともあるため、こう

いった機会に統合していくことは良いと思うので、こういった方向性で進めていただけ

ればと思う。 

それにあたって、今後は新型コロナウイルス感染症の影響もあるが、いろんな政策、

特に「安全・安心」や「教育」の部分については横断的に実施していかないと前に進ま

ないことが多くなってくる。例えば移住・定住の部分については、産業政策の部分が密

接に関わってくる。教育も同じことが言える。県も市もそうだが、「横断」という部分

は行政が苦手とする部分ではあるが、上手く連携しながら進めていただければと思う。 

 

＜事務局＞ 

施策を進める中で、特にこのコロナ渦の中で課を跨ぐ事業が多くなってきております。

移住定住に関する部分で言いますと、「職住近接推進会議」というものを庁内に設けて

おり、その下に各プロジェクトチームを作り各種対応を進めている。委員の提案も踏ま

え今後も進めてまいります。 

 

＜飯田委員＞ 

女性が仕事と子育てをしながらという中で、介護の問題が非常に大きくなってきてい

る。若いうちに結婚・出産をした人は、子育てと介護のタイミングがずれてくるが、晩

婚化が進む中で、仕事をしながら介護と子育ての両立が大変という声をよく聞く。 

湖西市は、介護認定が近隣市町と比べて厳しいとも聞く。そうなると、女性は働きた

くても働きに行けない。「老後も安全・安心で暮らせる湖西市」となれば、移住・定住
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にも繋がっていくと思うので、考えていただければと思います。 

 

＜事務局＞ 

 来年度からスタートする現在策定中の次期総合計画では、目標年度を2040年度に設定

しており、2040年度に湖西市がどんなまちになっているかを想定する中で、高齢化とい

うのは大きな問題であり、介護事業等も、「安心・安全」に繋がっていくと考えており

ます。委員から指摘のありました、仕事と子育てと介護が重なるという想定はなかった

ため、今後の策定の中で活かしていきたいと考えております。 

 

＜座長（副市長）＞ 

 補足になりますが、現行の総合計画の中にも高齢者福祉の記載があり、介護に関する

計画についても、現計画を活かして次期計画に継承してまいりたいと考えております。 

 

その他 

 ＜飯田委員＞ 

次期総合計画とまち・ひと・しごと総合戦略が統合すると、この未来ビジョン会議の

位置づけはどうなるのか。 

 

 ＜事務局＞ 

 この未来ビジョン会議では、総合戦略の効果検証等、進捗管理を委員の皆様にお願い

している。来年度、総合計画と総合戦略が一体となった中で、総合計画の中の総合戦略

の部分については、進捗管理をこの会議でお願いすることとなります。 

 

＜座長（副市長）＞ 

 来年度も「未来ビジョン会議」として残るということでよろしいか。 

 

 ＜事務局＞ 

 現委員の皆様については任期が令和 3 年 3 月 31 日までとなっておりますが、組織とし

ては継続する予定です。 

 

＜座長（副市長）＞ 

 次期総合計画と統合しても、未来ビジョン会議で内容を検証していくということで、

詳細については決まり次第、委員の皆様にお知らせするということでお願いします。 

 

5 閉会 

 


